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八王子フィルハーモニー管弦楽団 後機会会長 多田 恵行

立春を過ぎましたが寒い日が続いております.昨年の燃え上った 「第九Jの後

オケと合唱団が連帯絶ち難く、今回は団員拠出の資金で、バレンタインデー前夜の

温かいコンサートを企画し市民の皆さんに提供してくれました。音楽好き 趣味と

いつても、越年の寒い時期の練習は大変だったでしょうが、温かい練習会場を提供

して下さつた東京電力多摩支店のご好意も忘れることはできません。

お寒い中、ご来場いただいた皆様に、ノヽ王子フィルハーモニー管弦楽団 合唱団

の 「ノヽレンタイン コンサートJが 、春を呼ぶブレゼントになれば幸いです.

八王子フィ́ モニ合唱団事務局長 大高秀夫
|′
ェヽ子フィルヽ―モニ‐管弦楽回事務局長 自応民雄

本日は、ようこそおいて下さいました。

私とも′ヽ王子 フィルハーモニー合唱団は、

昨年 9月 の 「第九」濱奏会を機にスター ト

しましたが、 「第九」の感動の余題覚めや

らず ・この感漱をもう一度
°
との夢が実現

し、今回の 「パ レンタイン ・コンサー ト」

関■の運びとなりました。第九とは違った

感 じの、世界の名曲を選びましたので気楽

にお楽 しみいただければ幸いです。合唱団

にとって共演 して下さるオーケス トラがあ

ることlt素晴 らしく幸せなことです。今後

も、機会ある毎に活動を続けていきたいと

思っておりますので宣 しくお願いします。

なお

“

習会場をご提供下さった r東京電力

多摩支店J様 及びご指導の木村、五十4.

折井各先生に、心か ら感謝申し上げます。

私建オーケス トラは楽=を 漬泰する者の集

まりですが、人の声は楽書を通かに凌 ぐ表現

力を持ち、署楽とは異なる魅力を感 します。

昨年の 「TEPCO市民の第九く合唱 >」 を失演

した仲間が、感動の党めぬうちに今日の議会

を得たことを書んでいます。この演奏会の後

7月 4日 にオーケス トラでは創立10周年記念

第十二回定期演秦会を、芸大マウラー教授の

指椰で催 します。77‐ムス:ハンガ リー舞曲集と

チ,イ
"ス
■の交薔曲第二番の予定です。12月に

は、再び合嘔団との失演が期待されます。

本夕も合嘔団との共演の華■さ・管弦楽の

味わいと二つの嬌力を楽 しんでいただける様

全員張り切って演奏いたします。

末文ですが、東京電力多摩支店様のユかい

ご支援に感謝申し上げます。

9轟1〒爾套指御 :ヨにオ手  夕腱  1955東 京生、78年日立音楽大学卒 .指 揮を小松一彦、河合

良智氏に師事。77年セルジェ チェリピダッケ指揮ゼミナール、85年エルネスト

アンセルメ誕生 100年記念国際指揮者コンクールに日本代表の一人として参加.現

在までに、日本新交署楽団、新座交響楽団 で常任 )、 八王子フィルハーモニー管弦

楽団 (常任 )の 指揮者として、指導/演 奏に当たる.

*ノヽ ―ト

ー

ノ  イ ル ハ ーー モ ニ ーー

ー ー
楽 団 と合 唱 団

オーケス トラは1983年11月の発団で10年目の活動中です.11回 の定期演奏会を中心

に、40口を超える演奏活動を地域に展開.昨 年は念麟の 「第九Jを 東京電力多庫支

店 国連広報センター及びノヽ王子市のご支援を頂き “TEPCO市 民の第九
¨
とし

て成功させることができました。この時、公募し組織したのが八王子フイルハーモ

ニー合唱団で、今回も第九と違つた合唱名曲を、オータストラと共演いたします。



9喜 II慕恵tT卜免二亀半LXと二姦卜慕 喜i~:
:*― ウ  

‐ ‐ ド  ‐ オ ブ  ー  ミ  

ー

 ーー  _‐  ン  ク

| リチ ャー ド ロ ジャー ス とォスカ ー  ハ マー ス タイ ンの有 名を ミュー ジカル か らの親

: しみ あ るメ ドレー .ト ラ ップー家 と家庭 教師 マ リアの楽 しい物語 が テー マです 。

南 仏 プ ロ ヴ ァ ンス 地 方 の ア ル ル に 近 い晨村 が 舞 台 _ド ー デの 戯 曲 「アル ル の 女 Jの 付

腱 音 楽 で 、 「カ ル メ ン Jと 並 ぶ ビ ゼー の名 曲 .こ の第 2組 山は 親 友 の ギ ロ ー が ビゼー

の 死 後 編 姜 した もの .フ ル ー トとア ル トラ ックス の 掛合 い も美 しいメ ヌエ ッ トは 家●|

「美 しきパ ー ス の 娘 Jか らの 転 用 で す .パ ス トラー ル  間秦 由  メ ヌエ ッ ト フ アラ

: ン トー ル の 4由 が 演 秦 され ます _

:*亭 尋 L´ く ■‐ き ド ナ ウ

: ワ ル ツ 王 /」 シ ュ トラ ウ ス I世 の 代 表 作 で 、 ウ イー ン  フ ィル の ニ ュー イヤ ー  コン

: サ ー トの ア ン コ ー ル は 、 父 I世 の ラデ ッキ ー 行 進 曲 と共 に殆 ど決 ま って い ます 。本 日

: は 女 声 合 唱 付 で お 建 き下 さ い 。

:漱 劇
「ロ ーー   ン グ リ ン Jよ り 鵜 幕 へ の 前秦 曲 と婚 オしの合 唱

:*/′ レ ノレ

ー

女 /第 2用 E―

オ ー ー ケ ネ ト

ー

l r■

―

事 壽 ‐ 八 王子 フ ィル ハ ー モ ニ ー管 弦 楽 El*

:報 輌 「タ ー ,ト イ

ー

ーー Jよ り、大 行 進 曲

数 ある ワー グナ ーの歌劇 か ら二つ の合 唱 曲 を演奏 します 。いずれ も中世 の ドイツ を舞

台に した 男女 の 愛 がテ ー マの 歌

"で

、特 に 「婚ネLの合唱 Jは 結 婚式 には必ず 用 い られ

る実 用 音楽 の決 定腱 と申せ ます _

*フ アゴ ッ ト オー ボエ  ホル ン ツ アイオ リン

ヴ ィオラ  コン トラノヽ ス  打 楽 器

*練 習 日時 :毎 週土 曜 日/午 後 6時 30分 ～ 9時

*練 習 会場 :東 京 電 力 多摩 支店 〈JR′ヽ 王子駅 南 口 )

*団   費 :入 会 金 2000円

月  翌貝 1 5011F9 〈IPJヒ 1 000F腎 )

ホお 同 合 わせ

′ヽ 工子 フ ィル 事 務 局

‐ 0426(26)2114:FAXチ t 登ヽ     :

T192 ノヽ 工 7● 月ヽ F,口け7-17  :

桑 都 保 育 国 :石 井  光   :



1夕 や けこや けで  日が暮れて

山のお寺の  鐘がな る

お手 々つな いで  みな帰 ろ う

か らす と一緒に  帰 りま しょう

2子 どもが帰 つた  あ とか らは

丸 | 大ヽ きな  お 月 さ ま

′1 鳥ヽ が夢 を  み る こ ろは

空 には さらさら 金 の星

:ノ ヽ  I 三『=フ イル ハ ー モ ニ ー キ幸 =素 ジ誕 F‐ ― .Hl´ 黄 ■軒 イヨ ■鮮  :

*指 揮 =木 村  宏   *コ ン サ ー トマ ス タ ー尾 崎 「j子  吉 田 員 弓

*ヴ ァ イ オ リ ン

青 木  和 宏

池 田 智 恵 子

伊 藤  直 美

小 保  美 香

柿 山  浩 司

加 藤  玲 子

り:I」し   も え

川 上  裕 子

小 塚  昭 二

駒 林   祐

斎 藤   勲

自 応  民 雄

関    光

田 中  郁 三

田 辺   恭

中 国  牧 子

中 口 理 息 子

馬 越  靖 乃

武 者  弘 子

山 田  和 大

*ヴ イオ ラ

二 十 嵐  淳

石 井   光

伊 藤  文 雄

桑 原  弥 生

東 郷  芳 孝

平 沢  一 大

産 兼  正 明

渡 辺  健 次

*コ ン ト ラ ノヽ ス  ・  *フ ァ コ ッ ト

′! :ヽJi       豊

中 田  勝 敏

光 永  lE昭

米 沢  順 子

― ―
― ― ―

:  伊 藤  洋

鳥 橋   渡

福 山  山 美

1  ‐ ホ ル ン

*チ ェ ロ

岩 沢   純

大 倉   カ

神 成  久 敏

小 池  幸 代

厚 東  均 治

佐 藤  真 一

芝 沼 真 千 子

竹 内  暁 夫

高 木  都 子

高 山  一 大

栃 奉 真 理 子

浜 田   尚

*フ ル ーート (ビ,コロ)

小 保  賢 三

谷 水  克 行

西 脇   彰

ネ オ ー ボ エ

宇 野   栄

佐 々 木 郁 大

*ク ラ リ ネ ッ ト

小 林  由 佳

坂 口  周 夫

佐 藤  公 彦

R  K[L[ [ R

柴   品 子

中 山   剛

三 好 智 恵 子

*ト ラ ン ペ ッ ト

井 上  昌 議

人 谷  好 法

小 坂  悦 子

岩 木   売

‐ トロ ン ボ ー ン

片 野  一実

′j 林ヽ  克 奏

高 橋   智

*サ ン タ ス

平 l■ 有 宏

*テ ュ ー ノ`

水 越  章 充

尾 山  将 洋     佐 藤  晃 子  1        1    串 田   明 :

*テ ィン パ ニ ー &ノ ―ヾ カ ッ シ ョ ン  | *ラ イ プ ラ リー  | *顧 問  立 力1冨美 代

同 本  拓 司     鋼 本  時 彦  1  滝 沢   徹   1     富 岡  英 雄

‐ 八 王 子 フ イル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団  後 援 会

市民文化の発展に寄与する ′ヽ王子フィルの

活動を支えるため 責方もぜひ優援会にご入会

下さい 詳しくは事務局 (立川)に I[t下さい

会 長 多 田 息 ' ′ヽ王子市大和田町 4-5-6

11会長 西 村   実   ″ 子安町 4 8-3

純   ´ 大和田町 2-14-9

章   ″  東町 3 9

之     ″  僣サll町32

三   ´ め しろ台 I-11

司   ″ 石‖町 2099-l

治   ´ 八IE町 3-4

′ヽ■子市打越町 608-3
″ 台町 3-29-1

 ́ 子安町 4→ -14

″ Ⅲ野上町 4-44-:4

″ 元議山町 1-24

″ 本椰町 3-8

″ 高尾町 2479

″ 大和日町 5-5-21

″  北野町 60

″ 散田町 5-26

″ 緑町 187

(● 22-9476)
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*全 員 合 唱 *■ ヾ レ ミ=― 議 ‐ *ノ レヽン タイ ンコ ンサー ト :93,2, 13

1ド は ドー ナ ッツの ド レ レモ ンレ ソー ドーラーフアー ミー ドーレー

ミはみんなの ミ フ ァは フ ァイ トの フ ァ  ソー ドーラーシー ドーレー ドー

ソは青 い空  ラは ラ ッバのラ

シは幸せ よ  さあ歌 いま しょう

2ど んな時にも 列を組んで

みんな楽 しく ファイ トをもって

「 ドレ ミフ ァンラン トドシラソフ アミレ  空 を仰 いで  ラー ラ ラ ララララー

ドミミー ミツソーレ フ ァファーラシシ ー  幸せ の歌  さあ歌 い ま しょう

ドミミ  ミツ ソ  レ フ ァフ ァ  ランシ

*ノ ヽ ―
―
―

フ イ ル ハ ー モ ニ ー 合 唱 寸  出 演

―

員 名 簿 *

* ソ プ ラ ノ 堀   フ サ 子

前 畑 ヤ ス 子

牧 口  岩 江

増 山  昌 子

村 山  雅 子

両 角  愛 子

山 内 智 枝 子

ljI内  尋 子

山 下  孝 子

山 添  治 子

山 田  悦 子

脇 ホ  恵 子

S富 坂  訓 子

和 場  圭 子

秋 間 八 千 代

新 井  千 冬

荒 木  貴 子

有 泉  裕 子

*石 丼  孝 子

*泉 力1 政 子

伊 藤 喜 美 子

岡 田  妙 子

岡 部  節 子

′l りヽ[l久 美 子

′1 ,ヽ [ !   I E子

屋 ホ 智 津 子

小 倉  昌 子

勝 昌 久 美 子

片 奮 美 恵 子

掃 部  裕 子

婦 部  藤 子

“

1喜 口 悠 子

′:1村   礼 子

ヨヒ垣  停 子

小 林   操   :

小 林 ヒ ロ 子   :

小 林  若 技   |

・‐ テ ノ ー ル

:S深 沢   愛

: 足 立  寓 江

: 安 藤 燿 美 子

: 石 井  初 美

: 石 川  民 子

: 一 ノ 瀬 和 江

: 井 上 千 カロ美

: 鵜 沢  敏 子

: 大 塚  弘 子

: 大 原  静 子

: 大 和 田 凄 子

: 小 口 つ ね 子

: 小 野 寺 池

"子

* ア  ル  ト

近 藤 寿 美 子

斎 藤 佳 通 子

坂 下  勝 子

桜 井   崚

佐 々 ホ 智 子

佐 々 本 の り子

清 水 み ち 子

神 保  和 子

高 構  和 恵

高 橋  諄 子

高 橋  光 子

武 内  節 子

国 中  秀 子

谷 口  道 子

寺 石  タ カ

成 瀬  共 子

咸 瀬  祐 子

能 登 屋 罐 弓

橋 本 み ち 子

数 多 野

"江原 田  淑 恵

東   弥 子

藤 井  毬 子

松 嬌  聖 子

松 本 タ カ 子

松 本  良 子

幕 口  玲 子

三

“

恵 美 子

美 濃 口 よ し江

富 坂  郁 子

奉 岡 寿 々 子

検 山  哲 子

山 崎  泰 子

S斎 藤

石 井

*市 ′

"稲 毛

大 谷

/1 ,ヽ興

′〔!村

関 ロ

関 根

田 中

国 中

`■
力|

中 ′:|

二 宮

舟 同

牧 野

山 口

正 三

宏 ―

悟

鵬 議

昭 大

修 一

富 男

喜 久

幸

勝 千J

利 男

晴 海

幸 雄

秀 介

正 男

直 F2.

隆 久

: 折 井  美 紀

: 笠 原 美 津 子

: 力l鍋  妙 子

: 河 野  容 子

: IL村  徳 子

: 近 藤   好

: 坂 奉  r● 子

: 佐 々 木 智 子

: 佐 藤  麻 子

: 新 谷  光 子

: 高 江 た け 子

: 青 木  疇 子

: 高 倉  圭 子

: 高 鳥 多 喜 子

: 高 鳥  裕 子

: 田 代  香 織

: 多 田  東 子

: 田 村  llu江

: 力 石  公 子

: 二 富  教 子

: 構 ホ  民 子

: 原 田 紀 美 子

: 古

"l千

世 子

: 古 瀬  幹 子

ョ■  バ      ス

S五 十 嵐  導

井 本  健 三

上 原  春 男

■ 大 高  秀 大

小 鍛 治 徳 雄

佐 藤  照 雄

真 井   巖

末 石  逸 大

鈴 木  幸 央

■ 武 田 洋 一 郎

成 瀬  正 房

萩 原 浩 太 郎

橋 本  重 次

松 尾 信 一 部

松 村  文 男

口田枝  悦 子    「 ――― ― ~~~~~― ―――――――――――――■

栗 ホ  恵 理   I Sは ソ ロ 担 当 /‐ は 合 唱 Ell事務 局   :



番帝)鴨 廠
ギフトアレンジメント・プーケ コサージ

グリーンプランツ 花■・花■・各種フラワー姜鮨

八王子市めじろ台1-11-11

電話61-4187

有限会社

コットンハウス タ
東 京都 八王 子市台町 3-29-5

TEL(0426)63-5924番

埼玉 医科大 学眼科指定店

o丸 眼 鏡 店
〒■92 入 =子 市 八 日町 5番 1■号 (小杉会 館前 )

TEL 0426-22-5820

２
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東京電力




